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第22回 例 会

1990年4月7日(土)  午 後1:30～4:30

京 大 会 館211号 室

研 究 発 表

「ドル ガ ン語 の形成 と言 語接 触 について 」     藤代 節(D3)

「ア ジアの諸 言語 に おけ る閉鎖子音 の発声 タイ プにつ いて」

                       清 水克正(名 古屋学 院大 学)

第23回 例 会

1990年7月14日(土)  午 後1:80～4:45

京 大 会 館102号 室

研 究 発 表

r現 代 ビ ル マ 語 の 派 生 名 詞V-saya . に つ い て 」  澤 田 英 夫(D3)

「Diglossia or lingua franca -10世 紀 トル キ ス タ ン に お け る

   チ ベ ッ ト語 使 用 状 況 を め ぐ っ て 一 」   武 内 紹 人(京 都 教 育 大 学)

第6回 大 会(第24回 例 会)

1990年12月21日(金) 午 前11:00一 午 後5:00

京 大 会 館102号 室

開 会 の 辞                    西 田 龍 雄 教 授

研 究 発 表

「中国語 の 匚V一 得]の 構 造 と[V―V]複 合 動詞 の構造 の並行 性 につい て」

                       沈  力(D1)

「現 代 チベ ッ ト語 にお ける動詞 を含 む形 容詞 につ い て」

                       高橋慶治(D2)

「小 量評価 数 量表現 を取 り立 て るモについて」   前 田広幸(大 阪女子 大学)

「現 代 日本 語 副詞 の再 整理 について

  ― 主観 性 を表わす 副詞 類を 中心 に して-」 森本順 子(京 都教育 大学)

「バ スク語 に おけ る発話場 面 の関与者 を示す動 詞接 辞 につ いて」

                       白附紀 子(D8)

「コエ グ族 の多言 語使用 に ついて」       稗田 乃(大 阪外 国語大 学)
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ドルガン語の形成 と言語接触 について

藤代 節

 北西 シベ リアの タイムル半島に分布す る ドルガ ン族の言語、 ドルガン語(置o虹ra卜

CK曲 册麗)は 、これまで単純 にヤクー ト語の一方言と考えられてきた。しか し、こ

の言語は周辺 に位置す るエベ ンキ語 な どの ツングース系言語やロシア語、さらには

サモエー ド系言語 か らも影響を被 りなが ら成立 した言語であって、その取 り扱 いは

必ず しも容易で はない。本発表では、(i)ド ルガ ン語の形成 と(ii)そ こにおけるこ

れ ら周辺言語 との接触 の痕跡 について考察 した。(i)に っいては、 ドルガン語とヤ

クー ト語諸方言 の共通性 を、語 彙 と標準ヤ クー ト語の語頭のsに 対応するhの 分布

か ら検討 した。その結果 、 ドルガン語 の形成 には、近隣に分布するヤクー ト語方言

ばか りで な く、ヤクーチヤの北東部 の方言 との繋がりも否定できないことがわかっ

た 。(ii)に っ いては、まず語彙の面 か ら特 に親族 ・身体名称、数詞に注 目した。 ド

ルガ ン語で はヤクー ト語 の語彙形式が専 ら採用 されているものの、それら語彙の ド

ルガ ン語への組 み込 まれ方はエベンキ語の語 彙構成をよく反映 している。

 さ らに、言語接触 の観 点か ら ドルガン語 において興味深いのは命令形である。こ

の点 にっ いてはまず、ヤ クー ト語 の命令形 に、 ドルガン語を除く他のチュルク系言

語 とは異 な り、近 未来 と遠未来 の2形 があ ることから考察をすすめた。ヤクー ト語

が この ように2形 を持 つのは、満州語 とオロチ語を除くツングース系言語が命令形

にや は り2形 を持 っこ とから、かっ てヤクー ト語がエベンキ語 と接触 したためでは

な いか と考 え得 る。さ らに、 ドルガン語形成 において、エベ ンキ語 とヤクー ト語が

「再 」接触 し、ヤクー ト語の命令形 を保存あるいは拡張する形で、さらに遠未来形

の第二形 と考 え得 る命令形を持 つに至 った。(藤 代1990参 照)

 複数 の言語が関与 した ドルガ ン語の形成 において、このようにヤクー ト語が中心

となったの は、1つ にはロシア語が今 日のように広 くシベリアの諸民族に浸透 して

いなかっ たある時期 にヤクー ト語が リンガ ・フランカとしての役割をこの地域で果

た していた ことを示唆 している。

 現 在 、 ドル ガ ン族 が 主 に居 住 す るヘ タ河 、 コ トウイ河 、 さらに これ らの合 流す る

ハ タ ンガ 河 流 域 の 村 々 で は ドル ガ ン語 の教 育 が 、未 だ試験 的で はあ るが 、近 年作成

さ れ た ドル ガ ン語 の 文 字(キ リー ル 文 字 に基 づ く)を 用 いて行 なわれて いる という。

参 考 文 献

y6PπToBa, E.H。 (1985)  3腿K H  H∬bcK黜x   JIraH. HoBocH6HpcK:HayKa.

藤 代 節(1990)「 ド ル ガン語 の 成 立過 程 にっ いて 」 『内陸ア ジア言語の研 究 』第

V巻 。神 戸:神 戸市外国語大学外国語研究所.(ふ じしろ せつ、博士後期課程)
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アジアの諸言語における閉鎖子音の発声タイプについて

清水克正

 本研究 は、ア ジアの言語 のうち 日本語、中国語 、韓国語、 ビルマ語、 タイ語およ

びヒンディー話 における閉鎖子音の発声タイプの音響音声 的特徴を解明 しようとし

たものであ り、具体的 に次 のことを調べた。(1)こ れ らの言語における子音の有

声性 ・無声性の弁別上 の特徴 は何か、(2)同 一音声記号 で表記される分節素に関

し、言語間 にどのような類似性、差異があるのか、 さらに(3)諸 言語間の音声的

特徴 の差異 はどのように音声理論の中で取 り扱えるのか。今 までに閉鎖子音の有声

性 ・無声性の諸 言語間 の比較 について、幾つかの研究が成 されているが、本研究で

は、声帯振動の開始時間(VOT)、 基本周波数(Fo)と そのパ ター ンおよびス

ペ ク トル分析につ いて調べた。調査は、諸言語の音声データを音響的に分析 したも

のであ り、次のような ことが明 らかになった。

 声帯振動の開始時間(VOT)は 、子音の有声性 ・無声性の弁別に有 用な特徴で

あ り、 目本語、 中国語、 ビルマ語およびタイ語に関 してはその弁別に機 能するが、

韓国語 とヒンデ ィー語では十分に機能 しない。次 に、VOT値 の分布範 囲は各言語

間 で差があ り、 日本語/p,t, k/で はかな り広い範 囲に分布 しているのに対 し、中

国語、タイ語および ヒンデ ィー語の/p,t, k/で は 狭 い範 囲に分布 している。 この

ことか ら、各言語 の主要範ち ゅうの数 と分布する範 囲に相関性があることが窺える。

 基本周波数(Fo)に つ いては、有声性 ・無声性 に密接 に関連 してお り、一般 的

に予測されるよ うに、無声子音 に後続する母音のFo値 は有声子音の場合よ りも高

い。さらに、諸言語において各範ちゅうのFo値 はかな り異 なっており、声門の緊

張の度合 いと気流 の状態等に差があることを示 している。特 に、Foに 関 して注 目

できることは、韓国語の濃音、 ヒンディー語の有声帯気音 において、特徴 的なパ タ

ー ンが現れていることであ り、他の範 ちゅうとの弁別 を明確 にしている。

 スペク トル分析 に関 しては、強さ(intensity)お よびスペク トル ・パ ターンに有

声性 ・無声性の差がみ られるが、諸言語間の検討にお いてはこうした差 は一貫 した

ものではない。一般的な傾向 としては、無声音では有声音 よ りもよ り高 い度合いの

強さを示 してお り、これは呼気流の差 を反映 したもの と考 えることができる。

 このように、調査した言語は、有声性 ・無声性の弁別に幾つかの音響上の特徴を

使用しており、その使用には各言語に共通するものとまた個々の言語を特徴づける

個別言語的なものとがある。個別言語的な特徴は、喉頭に関与する素性の差として

捉えることができ、さらにそうした素性が具体的な音声 レベルでどのように具現さ

れるかに依存している。        (しみず かつまさ、名古屋学院大学)
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現 代 ビルマ語 の派 生名詞V-saya_に つ いて

       澤 田 英 夫

 ビ ル マ 語 で 、 動 詞 に 接 辞 一saya-を 付 加 す る こ と に よ っ て で き る形 式 は 、 従 来 一 般

に 「派 生 名 詞 」 「動 名 詞 」 と して の 取 り扱 い を 受 け て き た 。 しか し、 そ の 派 生 名 詞

が 何 を 指 示 対 象 と す る か と い う こ と は 明 らか に さ れ ず 、 ま た イ デ ィ オ ム 的 で あ る と

さ れ る い くつ か の 用 法 に お い て 、 な に ゆ え そ の よ う な 意 味 が 生 じ る の か と い う こ と

も 、 っ き っ め て 考 え ら れ て こ な か っ た よ う に 思 わ れ る 。 本 発 表 で は 、 以 下 に 示 す 文

の 意 味 を 考 察 し、 そ れ らの 文 で 用 い られ る派 生 名 詞V-saya_がVの 表 わ す 事 象 を 惹

き 起 こ す 要 因 と な る 事 物 ・属 性 ・状 況 な ど を 指 示 す る も の で あ る と い う こ とを 主 張

す る 。

(1)koun-pani_―alou' sei'hyQu'-saya-^ci:^phe:Il・ 会 社 の 仕 事 は ひ ど く

   鮒   仕事 賄 ち 乱れる SAYA AUG〈 強調〉  煩 わ しい 。

(2)koun_pani_-alou' sei'hyou'―saya-kaun:^te_1[・ 会 社 の 仕 事 は 煩 わ しい 。

                    齣 VSM

(3)txu- pagan--myou.^kou― txwa:^saya_hyi.^txa―la:Il・ 彼 は パ ガ ンへ 行 く

  彼  朋 ン  町 GOAL 行く SAYA ある VSM〈 疑問〉 用 事 が あ り ま す か?

 (1)のsei'hyou'―saya_が 名 詞 類 で あ る こ と は 、 例 文 中 に あ る よ う に 拡 大 辞 一ci:

や 複 数 助 辞 一tei_を 取 り得 る こ とか ら明 らか で あ る 。 ま た 、 対 応 す る 以 下 の 通 常 動

詞 文(r)のkoun-pani_-alou'に 付 加 さ れ た 関 係 表 示 の 形 態 素 が 、(1)に は 現 れ な い 。

(1')txu_ koun_pani―-alou㌧atwe'sei'hyou㌧te_1【 ・彼 は 会 社 の 仕 事 の せ い で

  彼   会社   仕事 …の舳 気筋 乱れる VSM 心 を 煩 わ せ て い る 。

よ っ てkoun_pani―-alou'はsei'hyou'― の 項 で な く 、(1)は2つ の 名 詞 的 要 素 か ら な

る 名 詞 文 で あ る 。 こ の 場 合 のsei'hyQU㌧saya_の 指 示 対 象 は 、 「心 を 煩 わ せ る 」 と

い う 感 情 を惹 き 起 こ す 事 物 す な わ ち 「煩 わ しい も の 」 で あ る 。

 (2)で も(1)と 同 様 、koun-pani_-alou'は 関 係 表 示 を 伴 わ な い 。 しか し、(2)は 動

詞kaun:一 を 主 動 詞 と す る動 詞 文 で あ る 。語 順 交 換 ・話 題 化 ・疑 似 分 裂 文 化 に お け る

ふ る ま い か ら 、(2)はkoun ―pani-―alou'を 大 主 語 とす る二 重 主 語 文 で あ る と考 え ら

れ る 。kaun:― は 通 常 「良 い 」 と訳 さ れ るが 、 こ こ で は 他 の 例 に も 見 られ る 「富 む 」

の 意 味 に 解 釈 す る の が 妥 当 で あ る 。 そ してsei'hyou'-saya _の 指 示 対 象 は 、 「心 を

煩 わ せ る 」 と い う 感 情 の 惹 起 要 因 と な る 、 事 物 に 内 在 す る属 性 で あ る 。

 (3)で は 、pagan―-myou.は 格 標 識 ―kou_を 伴 っ て お り 、動 詞txwa:一 の 項 で あ る こ と

を 示 し て い る 。 語 順 交 換 そ の 他 に お け る ふ る ま い に よ り、(3)も 工 重 主 語 文 で あ る 。

こ の 場 合 、-saya_は 動 詞 句pagan --myou.^kou_txwa:一 を 取 っ て 派 生 名 詞 を 形 成 す る 。

そ の 指 示 対 象 は 「パ ガ ン 市 へ 行 く 」 と い う 事 象 を 惹 き 起 こ す よ う な 何 ら か の 外 的 状

況 で あ る 。                (さ わ だ ひ で お 、博 士 後 期 課 程)
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中 国 語 の[V― 得]の 構 造 と[VーV]複 合 動 詞 の 構 造 の 平 行 性 につ い て

沈 力

中 国語 の[V一 得]文 に は 、(1)の よ う な結 果 を表 す 補 語 を とる も の が あ る。

(1)a.小 明 哭 得 張 三 很 煩 。  /小 明 は張 三 が い や にな る ほ ど泣 い た 。

b.小 明 唱 得 弾 三 睡 不 着 。 /小 明 は 張 三 が 眠 れ な い ほ ど歌 っ た 。

c.逮 瓶 酒 喝 得 張 三 大 醉 。 /こ の 酒 は張 三 に酔 っ払 わ せ た 。

 (1)の3文 で は 動 詞 に 〔―得]が 後 続 す る こ と は共 通 す る。 しか し、Vの 性 質 が異 な

る 。(1a)の 「哭 」 が1項 動 詞 で あ る こ と は(1b)や(1c)の 場 合 と異 な る 。 また 、主 語

が 「唱 」 の 行 為 者 で あ る(1b)が 、 主 語 が 「喝 」 の 受 動 者 で あ る(1c)と も異 な る 。

 従 来 の諸 説 で は 、Vが 主 動 詞 で[一得]が 単 な る補 語 を示 す マ ー カ ー で あ る と考 え ら

れ て いる 。 しか し、 そ れ に 従 え ば 、(1)の3パ タ ー ン を統 一 に 説 明す る の が 難 し い 。

本 発表 で は 、 従 来 の 諸 説 に 反 して[一得]が 本 動 詞 で あ る、 つ ま り、[V一 得]は 複 合 動

詞 で あ る こ と を提 案 す る 。 実 際 、 他 の[V1-V2]複 合 動 詞 に も(1)の3パ タ ー ンが 見 ら

れ る 。次 の(2)は(1)と 平 行 す る 。

(2)a。 小 明 哭 煩 了 張 三 。     /小 明 は泣 い て 張 三 を 煩 わ した 。

b。 小 明 唱 醒 了 朕 三 。     /小 明 は歌 っ て 張 三 の 目を 覚 め させ た 。

c。 逮 道 菜 吃 坏 了 張 三 的肚 子 。 /こ の料 理 は 張 三 の お 腹 を壊 した 。

 (2)の3文 で は 、V2が 使 役 を表 す点 は共 通 して い る 。 しか しV1の 性 質 が 異 な る 。

(1)と(2)が 平 行 す る の は 、[-得/-V2]の 性 質 は 不 変 で あ るが 、[V/V1]の 性 質 が 様

々 で あ る と い う こ と で あ る 。本 発 表 で は、 更 に[一得/-V2]が 複 合 動 詞 の 中 で ヘ ッ ド

で あ る こ と を提 案 す る 。 以 下 の現 象 が こ の提 案 を支 持 す る。1.[V一 得]や[V1-V2]の

複 合 動 詞 と共 起 す る副 詞 は[V/V1]と 共 起 す る と は 限 ら な い 。 2.[V/V1]と して 具

体 的 な 意 味 を持 た な い 動 詞 「弄/摘(す る)」 で あ っ て も よ い。 3.複 合 動 詞 が 文 主

語 を と る場 合 、[V/V1]は 文 主 語 中 の動 詞 の 「コ ピー 」 か 弄/擒 で あ る 。4.V1の 項

が 削 除 され っ る が 、V2の 項 が削 除 され え な い。

 も し、[一得]が 本 動 詞 か つ 複合 動 詞 の ヘ ッ ドで あ る と考 え れ ば 、 [V一得]文 の 特 徴

が よ り正 し く と ら え られ 、(1)と(2)を 統 一 に説 明 す る の に 新 しい 道 が 開 か れ る と思

わ れ る。

(し ん りき、博士後期 課程)
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現 代チベ ット語における動詞を含 む形 容詞について

高橋慶治

 ここで、 「動詞 を含 む形容詞 」というのは、いわゆ る 「複 合形 容詞 」であ り、こ

こでは、動詞 と形容詞 が複合 した もの を扱 う。現代チベ ッ ト語の複合形容詞 にっ い

て は、記述 されている ところが少ない。基本的には、

 -khalaa'ti幽'ree  ・こ の食 事 は食 べ や す い

に お け る下 線 部 の よ うに 、'V+Adj'と い う構 造 を持 っ た もの で あ る。

1。 チ ベ ヅ ト語 で は 、 一般 的 に、形容 詞 は 、名詞 に対 し後 置 され るが 、複 合 形容 詞

で は 、前 置 され る こ と もあ る。

(1)a.'khalaa聾g ci'soroo nan ・食 べ やす い食 事 を作 って くださ い

 b.塑'khalaa'soroo nan  ・(同 上)

2.複 合形容詞が後置 される場合 、修飾 される名詞 の格 が変化す ることがあ る。本

来持 っていた格助詞 を失って、絶対格 の形で生起 する場合 、この名詞句は、複合形

容詞か ら直接修飾 されていると考 えることができる。逆 に、格助詞 を伴って いる場

合 は、複合 してい る動詞句の 中にあって、動詞句 全体 が形容詞 と複合 して状況を叙

述する と考 え られる。次のaが 状 況叙述 であ り、bで は、卿trh6npaが 修飾され ている。

(2)a・一 一'ree

・水 を汲 みや す い井 戸 に連 れて行 つ て くだ さい

b.飆/*㈱-chu'1en'1apo ci la-trhiiroo nan ・(同 上)

3.動 詞に名詞化接辞―yaaを付加 して、動詞 句全体を名 詞節化す ることによって、

修飾 されている名詞が 、動詞句内にあるものか、その外 にあって主節 に属 している

かがわか る。

(3)a.'lamkaa 'ti 'shikatse la ∠tro 'tepo 'ree

  ・ こ の 道 は シ ガ ツ ェ に 行 き や す い

b。*'lamkaa 'ti 'shikatse la 塾 ユヱ皇旦 'tepo 'ree

c./lamkaa 'ti n議 琶 ノshikatse la 'troyaa /tepo 'ree

aは 、

(同 上)

「この道」にっ いての叙述であ り、cで は、動詞 句が波線部 を含 んでい る。

 以上の ことか ら、複合形容詞の構造 について次の ように考 えておきたい。

(a) N+[[VP] Adj]AP

(b) [[N (CM) Vlvp Adj1

(a)は 、Nに 対する修飾 関係があり、全体で名詞句を形成 する。 GI格 助詞を用 いて、

名詞 を後置す ることもできる。また、形容詞文を構成 す ることもある。(b)は 、全 体

で状況の良好 さや行為 の蓉易 さを叙述する。(た かは しよしはる、博士後期課程)
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現 代 日本 語 副 詞 の 再 整 理 に つ い て ― 主観 性 を あ ら わ す 副 詞 類 を 中 心 に して ―

森本順子

 副 詞 とい う周 辺 的 な カテ ゴ リー は、 整 理 し き れ な い 要 素 が 放 り こ まれ て お り、 日

本 語 に つ い て は 山 田 孝 雄 以 来 の 下 位 分 類 が だ い た い 継 承 され て 来 て い る と言 って い

い が、 これ は 曖 昧 な 意 味 的 基 準 に も とつ い て い る。 そ れ ぞ れ の カテ ゴ リー の成 員 に

つ い て は、 ど こ に も は ま り き ら な か った り、 二 つ 以 上 の カ テ ゴ リー に ま た が っ た り

す る も の も 見 ら れ る。 そ うい っ た副 詞 の 錯 綜 した 状 態 は 新 しい 下 位 分 類 を生 ん だ り

して い る が、 語 彙 的 意 味 の み が 基 準 に な る こ とが 少 な くな い 。 副 詞 群 を体 系 化 に導

くひ と つ の方 法 と して、 統 辞 論 的特 徴 を 中 心 に し て考 察 す る必 要 が あ る。 これ は本

来 副 詞 の 全 体 に か か わ る 問 題 で あ るが、 こ こで は そ の 一 歩 と して 主 観 性 を あ らわ す

と考 え ら れ る副 詞 類(い わ ゆ る 陳 述 副 詞 に相 当、 以 下 主 観 性 の 副 詞 と称 す る)の 内

部 的 な 多 様 性 を 観 察 す る。 取 り上 げ た特 徴 は、 (1)Sentence Typeと の 共 起 関 係、

(2)文 代 名 詞 化 との 関 係 、 (3)述 語 の意 味 的 タイ プ との 共 起 制 限、 で あ る。 こ

れ らの 特 徴 は、 主 観 性 の 副 詞 類 が 既 存 の カテ ゴ リー と して 最 も対 立 的 な位 置 に あ る

い わ ゆ る様 態 の 副 詞 と最 も明 確 な 相 違 を しめ す も の と考 え ら れ る。 主 観 性 の 副 詞 類

は、 (i)に つ い て は、 た だ ひ とつ の 文 型 との み 共 起 す る とい う制 限 が あ る。 (2)

に つ い て は、 文 代 名 詞 化 の 中 に は 含 まれ る こ とが な い。 ま た、 (8)に つ い て、 述

語 の 特 定 の 意 味 的 タ イ プ との 間 に 共 起 制 限 は持 た な い。 一 方 、 様 態 の 副 詞 は い ず れ

に つ い て も主 観 性 の 副 詞 とは 対 立 的 な違 い を示 す。 し た が っ て、 これ ら の特 徴 は範

疇 的 な 相 違 を 示 す とみ な す こ とが で きる。 しか し、 こ こ で サ ン プ ル と し て取 り上 げ

た26の 主 観 性 の 副 詞 類 に つ い て み る と、 この 三 つ の 特 徴 を い ず れ も備 え た 副 詞 の

数 は限 定 さ れ て お り(多 分 、 さい わ い、 な ど)、 二 つ(ま さか、 な ど)な い しひ と

つ の 特 徴(さ ぞ、 な ど)し か 備 えて い な い 副 詞 が 多 く観 察 さ れ る。 英 語(等)に お

け る ほ ぼ 対 応 す る種 類 の 副 詞 の 研 究 に比 して、 日本 語 の主 観 性 の 副 詞 は統 辞 論 的 特

徴 に 関 し て よ り灰 色 の 領 域 が 多 く、 明 確 な線 が 引 き に くい と い う状 況 が み られ る の

で あ る。 こ れ を体 系 的 に再 編 成 す る に は、 最 も 重 要 な 特 徴 を色 濃 くしめ す も の を プ

ロ トタ イ ブ と し て と ら え、 そ の 濃 淡 に 応 じ だ 配 置 を す る こ と が 言 語 的 現 実 に 最 も

あ っ て い る の で は な い か と考 え る。 これ は、 既 存 の カ テ ゴ リー を こ え て、 つ ま り、

従 来 な ら ば 配 属 の 不 明 な もの に つ い て も適 用 可 能 で あ る。 実 際 に は、 上 に み られ る

よ うな 曖 昧 領 域 は 主 観 性 の 副 詞 の み な らず 、 周 辺 成 分 全 体 に わ た っ て お り、 全 体 を

体 系化 す る に は基 準 とな る特 徴 の 精 密 化 が 必 要 と な る。

  (も りも と じ ゅん こ、 京 都 教 育 大 学)
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バス ク語 における発話場面の関与者を示す動詞接辞 について

白附紀子

 バ スク語 の絶 対 格(abs)、 与格(dat)、 能 格(erg)の 項 はbound pronominalsと して義務 的

に接辞 の形 で動 詞部 に現 れ る。 これ らは文の表 わす命 題 内容 にお け る参与 者(participant

)の 指標(P―index)で あ るの に対 し、 さらに動詞部 には発話 場面 の聴 き手(addressee)、 時 に

は話者 自身 を含 む指標 一2人 称(親 称、尊 称)、1人 称(複 数 の み)一 が 加わ る ことがあ

り、 それ らを関 与者 の指標(R-index)と 呼 ぶ ことにす る。 関与 者 の指標 は動 詞部 の接辞 に現

われ るが、独 立 した代名詞 に はなれ な い。

参与者 と関与者を含む混合活用の形成には次の原則が適用される。

(1)a。 自 動 詞[abs]

      [abs―dat]

他 動 詞[abs-erg]

   [abs-dat-erg]

[abs―erg(R)]

[abs-dat―erg(R)]

[abs―dat(R)-erg]

[abs-dat-dat(R)-erg]

〈関 与 者 指 標(R)を 合 む 混 合 活 用 〉

b。回 復 性(recoverability)の 原 理

c。izan2(have)の 活 用 形 の 利 用

バ スク語 の動 詞 活用 に は動 詞 白体 に人称 接 辞 を活用 させ る単純形 と 「分 詞+助 動 詞(izan1

/izan2)」 と して助動 詞 に人 称接辞 が現わ れ る複合形 とが あ るが、特 に単純形 で は回復性 の

原理 が明確 に示 され る。

(例 呈;量-to「(l come)→n'i†to「P蟾
。g(,)2、g(親 醐 幽

abs

 ところが本 動 詞 と しても助 動詞 として も用 いられ るizan1(be),izan2(have)の 混合 活 用は

(1爵 の位置 に関 す る原理 に従 いつ つも一部 を除 きizan2の2項 活 用、3項 活 用 の各 々能格 、

与格 位置 を関与 者 指標 に割 り当てる ことに よ り示 され る。

 関与 者 の中 でも 呼び かけ 的な機能 をも つ聴 き手 を指 す接 辞付 加 はあ らゆる動 詞 に おいて

生産 的な活 用 シス テム として発達 したが、 それ には次 に見 られ る本 動詞 と して のizan2の 用

法-仮 にRelational Possessiveと 呼ぶ一 、 さらにそ こか ら脱意 味 化(desemanticization)

を経 て参与 者 に対 す る関与者 の概念 を生 み 出 した言 わ ば形 骸化 したizan2の 用法 が関連 づ け

られる。

(2)a.Relational Possessive:
(?翼i   ―k)   semea     irakas lea   d―u―t

(私 erg) 息 子abs先 生abs 3sg lsg

                 abs erg

 (私 の 息 子 は 先 生 で す(私 は 息 子 を 先 生 と して も っ て い る)

b.Enskalduna izateko    Enskal  Herrian jaiotzea    nahikoa al d-u-gu?

バスク人 であるため バスクの 国に  生 まれること 充分な  3sg lpl

                               abs erg
  (バ スク人 であるためにはバスク国に生まれるだけで充分であろうか(我 々にとって))
(2b)の タイプに現われる関与者の人称は2人 称の他に1人 称複数(単 数 は不可)も 可能で

あるが、2人 称の場合呼びかけ的な意味が加わるコンテクス トにも拡大 し、他の動詞の単

純形、複合形に関与者接辞を含む混合活用が定着 した と考え られる。

(し らつ き の りこ、 博 士後 期課程)
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コ エ グ族 の 多 言 語 使 用 に つ い て

稗 田乃

調 査 地:エ チ オ ピ ア西 南 部、 南 オモ 州 、 ク チ ュル 村 、 推 定 人 口、350～400。

76戸 の う ち1戸 を 除 い て、 全 て が、 コエ グ語(ス ル マ 言 語 群)を 第1言 語 と し、

第2言 語 と し て、 カ ラ語(オ モ言 語 群)と ブ メ語(ナ イ ル 諸 語)を 話 す。 、 これ ら

の 言 語 は、 系 統 的 に も、 構 造 的 に も離 れ て お り、 伝 達 は不 可 能 で あ る。

調 査 内 容:1)幼 児 か ら成 人 まで、286名 に面 接 し、 こ れ らの 言 語 を 聞 き、 理 解

で き るか 、 話 す こ とが で き るか を 尋 ね た。2)46名 に は、50語 を 選 ん で、 これ

ら の言 語 に つ い て ど の程 度 の 能 力 を 持 っ て い る か 調 べ た。3)43名 に 面 接 し、 話

す 相 手 に よ り、 ま た、 どん な話 題 の と きに、 どの 言 語 を 用 い る か を 尋 ね た。

調 査 結 果:第1言 語 の コ エ グ語 を 習 得 し、 つ い て、 カ ラ語 を、 最 後 に ブ メ語 を 習 得

す る。 習 得 の 時 期 に 関 して、 男 女 差 は な い。 但 し、 ブ メ語 に つ い て は、 習 得 の 時 期

が 過 ぎて も、 多 くの 女 性 は、 話 し、 聞 く こ とが で きな い と答 え て い る。 この 調 査1)

の 結 果 を調 査2)と 較 べ る と、 カ ラ語 に 関 して は、 自 己 申告 と能 力 テ ス トと の差 は

な い。 一 方、 ブ メ 語 に 関 して は、 自己 申 告 よ りも、 実 際 の 能 力 テ ス トが 低 い 数 字 に

な る。 特 に、 男 性 は、 実 際 の 能 力 よ りも、 高 く自 己 申 告 し て い る。 こ れ は、 コ エ グ

社 会 で カ ラ語 が、 第2言 語 と して 成 熟 して お り、 ブ メ 語 が、 あ る特 定 の 性 格 を 帯 び

た 言 語 で あ る こ と を示 して い る。 調 査8)に よ れ ば、 男 性 は、 年 長 の 男 性 に 対 して

よ り も、 同 世 代 の 男 性 に 対 して、 極 め て 高 い頻 度 で ブ メ語 を 使 用 す る。 また、 政 治

的 な話 題 と他 人 の 噂 話 に ブ メ語 を よ く使 用 す る。 一 方 、 カ ラ語 は、 どの よ う な相 手

に も、 どの よ う な 話 題 に も、 広 く用 い ら れ、 使 用 の 頻 度 に男 女 差 も な い。 こ の こ と

か ら、 ブ メ語 が 帯 び た特 定 の 性 格 と は、 政 治 的 権 威 と 考 え られ る。

 農 耕 、 牧 畜 、 狩 猟 お よ び 漁 猟、 基 本 動 作 の 意 味 領 域 に 分 け て、 調 査2)の 結 果 を

見 る と、 カ ラ語 に 関 して は、 ど の意 味 領 域 に お い て も 能 力 に差 は な い。 とこ ろ が、

ブ メ語 に 関 し て は、 牧 畜 と狩 猟 お よ び 漁 猟 の領 域 の 能 力 が 他 の 領 域 よ りも高 くな っ

て い る。 コ エ グ の 人 々 の 中 心 の文 化 は、 狩 猟、 漁 猟 で あ り、 牧 畜 を 中心 の 文 化 に し

て い る の は、 ブ メ の 人 々 で あ る。 コ エ グ の 人 々 は、 ド ミナ ン トの ブ メ の文 化(牧 畜)

に 接 近 す る こ と に よ っ て、 社 会 の生 存 を は か って い る。 そ の 一 方 で、 彼 ら自 身 の文

化(狩 猟 、 漁 猟)に も、 注 意 を 向 け て い る。 これ は、 彼 ら の社 会 そ の も の の 生 存 と、

文 化(言 語)の 生 存 の両 方 を可 能 に す る や り力 とい え る。

(ひ えだ お さむ、 大 阪 外 国 語 大 学)
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